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51 特集 1 
実 款 まで 天 了 敗 レ し な いた め の 拓 板 設 計 術 39 連発 


52 1 第 1 章 世界 最小 ! 0.85 イン チ ・ ハ ー ド ・ デ ィ ス ク に 見 る 高密 度 実装 技術 
ー 一 進化 を 続け る 実装 技術 が 小型 化 ・ 軽 量化 の キー・ テ クノ ロジ と な る 
八 坪 谷 明彦 


55 | Appendxs プリ ント 基板 の 製造 工程 
八 責 谷 明彦 


ーー 1C パ ッ ケ ー ジ , チッ プ 部 品 , LSI 搭載 技術 の 進化 を 自社 製品 の 進化 に 生か す ! 
八 坪 谷 明彦 


59 | 第 2 章 プリ ント 基板 , 小型 化 ・ 高 密度 化 へ の テク ニッ ク 7 連発 


第 3 章 製造 容易 性 や 機械 的 信頼 性 が 高い プリ ント 基板 の 設計 テク ニッ ク 1 1 連発 
ー は ん だ の 城 合 性 向上 か ら 構 補 的 スト レス に 耐え る 明 板 を 作る 方 法 まで 
八 責 谷 明彦 


76 | 第 4 章 実装 ライ ン と 相性 の 良い プリ ント 基板 を 設計 する テク ニッ ク 12 連発 
一 製造 効率 信頼 性 。 コ スト を 考慮 し た 設計 で 競合 に 勝つ 
坂田 秀幸 


第 5 章 FPGA 周り の 配線 テク ニッ ク 9 連発 
ー 一 高速 シリ アル 信号 , 高速 メモ リ , 多 系 統 電 源 , 基板 小型 化 に 対応 する た め の ノ ウ ハ ウ 集 
金子 俊之 , 水尾 学 


101 特集 2 
論理 回 路 の 東野 発振 回 路 の 設計 8 和装 


精度 や 安 定性 を 高め る た め に は 結 重 な 設計 が 必要 一 


102 | 第 1 章 超 小型 高 精 度 水晶 デバ イス を 実現 する 最新 技術 
小型 化 を 実現 する 製造 プロ セス を 理解 し よう 
宮澤 輝久 


章 水晶 振動 子 と 水晶 発振 回 路 の し くみ 
ーー 水量 振動 子 の 特性 を 十分 に 引き 出す 発振 回 路 の し くみ を 理解 する 
間野 淳 
草 水晶 振動 子 の 内 部 構造 と 製造 方 法 
ー 表面 実装 型 水仙 振動 子 の 内 部 構造 と 従来 品 (リー ド 型 ) と の 比較 
間野 淳 
章 実際 の 基板 で の マッ チン グ 周 波数 の 評価 の し か た 
ー 量 板 の 容量 測定 機 の 構成 と 実 油 全 
猪瀬 太一 
第 5 章 水晶 発振 器 の 選び 方 ・ 使 い 方 
回 路 と の マッ チン グ が 必要 な い 水量 発振 器 
剛 学 
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Design Wave 設計 コン テス ト 2007 
1651』「Design Wave 設計 コン テス ト 2007」 の 実施 要領 


の 2 』 CMOS アナ ログ IC の 実用 設計 (第 2 回) 
アナ ログ IC 開発 者 が 知 つ て お くべ き 
「 レ イア ウト 設計 手順 と 勘所 ] お よび 「 マ スク 製作 工程 ] 


吉田 晴 上 
連 ] ] = ] 』 シス テム LSI 検 技術 息 ( 第 19 回 , 最終 回) 
詳 902 際 開 寺 末 2880 と 今後 の 動向 
藤田 
1 57 上 技術 者 の た め の ロ ジ カ ル ・ シン キン グ 和 門 ( 第 8 回 


削っ つて, 削 つ て … 最 適 化 設計 (その 1 ) 
削 木 元 


132 | 糧 み 込み マイ コン に お ける ベン チマ ー ク 利用 法 の 新しい 動向 [ 厨 ] 識 
,。 礎 」 sg な どの 2 ベン チマ ー ク を 提供 する EEMBC 
に … 
141 | UML を 用 いた モデ ル 販 動 開発 の 実践 例 


ーー ET ロボ コン 2006 Team ふる か れ わ 参 戦記 
Team ふる か 佐藤 征 宏 , 清水 正久 , 都 軍 安 , 早坂 折 ) 


単 


唱 


Column 情報 
150 文字 獄 14 読者 プレ ゼン ト 

猪 錠 園 夫 166 新 製品 ・ 新 技術 ・ 業 界 情報 な ど 
164 安全 な シス テム へ の 一 歩 は 「 思 いや り 」 か ら 169 読者 の 広場 

宿 口 雅弘 


170 次 号 予告 ・ 編 集 後記 


今月 の 表紙 Albert E. Richardson の 
自動 紅茶 抽出 時 計 

通称 「 Teasmade」 
と も 呼ば れ た こ の 自 
動 紅茶 抽出 時 計 は , 
英国 の 時 計 師 Albert 
E. Richardson に よっ 
て 1902 年 に 考案 され 
た . 起床 後 す ぐに 紅 
茶 が 楽し め る よう に, 
ベッ ド ・ サ イド に 置 
いて 使う . あら か じ 
め 設 定 さ れ た 時 間 に 
な る と , 時 計 に 取り 


編集 山形 孝雄 / 西 野 直樹 / 平 岡 志 磨 子 / 野 村 英樹 / 山 本 ふじ 代 / 日 下 玉 実 
広告 松元 道隆 / 藤 原 悦子 
Art Direction&Design クニ メデ ィ ア (株 ) 
坂本 充宏 / 町 田 大 介 / 坪 田 卓 洋 / 菊 池 篤 賜 / 青 柳 亜 希 ゴ 
本 文 イ ラス ト 佐藤 デザ イン ルー ム 佐藤 重 / 鎌 田 聡 
表紙 デザ イン AD (株 ) グラ ムシ / 田 中 智 康 / 菊 地 博 則 
PHOTO @Science Museum/SSPL/AFLO 


デバ イス の 記事 隆 ボー ド の 記事 シス テム の 記事 付け られ た 巻き 取り 器 が 留め 金 を 解放 する . バネ で 引き 戻 
( 集積 回 路 。 電 子 部 品 な ど ) N 作 (PCB, 実装 技術 , ノイ ズ な ど ) 周 | |( 組み 込み 機器 , ソフ ト ウェ ア な ど ) され る アー ム で マッ チ を 探り 。 メタ ノー ル を 混合 し た アル 
ーーーー ES コー ル の コン ロ を 点火 する 。 紅茶 を 抽出 し カッ プ に 注ぐ と 
に 央 イナ ー ズ は の 記事 目覚 まし が 鳴る . マッ チ で 点火 する 潜在 的 な 危険 が 伴っ た 


が , 巧妙 な 作り で あり , 当時 と し て は 画 期 的 な 製品 と し て 
話題 と な っ た . ロン ドン 科学 博物 館 所 蔵 . 


講 席 続 ・ 実 設計 に 応用 で きる 演算 回 路 ス キル を 身 に つけ よう 」 は お 休み させ て いた だ きま す . 


